
  

 

  

   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

「めあて－まとめ・振り返り」の徹底を通した授業改善の取組 
（実践編） 

 

ポイント 

ポイント 

    【振り返りをどう導くか】 
「解決した過程・学び」「獲得した知識・技能」「情意面」等を合わせ、

子供が自覚的にまとめます。 
例）「はじめは、分母と分子をそれぞれたし算して３/１０になると思ったけど、 

１Ｌますの図にかいてみたら、１/５が３つ分だから、分母はたさなくてもいい

ということが分かりました。練習問題もかんたんにできました。分母より分子の

方が大きくなる場合の計算の方法について、次の時間に考えてみたいです。」 
 

【学習のまとめをどう導くか】        
追求したことを基に、「めあて」に対する答えの形でまとめま

す。まとめは、全員アウトプットを目指しましょう。             
 

【めあての設定】 
何を学ぶか、どのよう

に学ぶかを明らかにしま
す。 
 
○子供の気付きや疑問を 

取り上げ、子供と共に 

めあてをつくりましょ 

う。 

 

○子供自身が、達成度 

を自己評価できるよう 

なめあてにしましょ 

う。 

 

子供の主体性を育て、学習

内容を確実に身に付ける指

導につながります。 

黒板の黄色のキーワー

ドを使って、ノートにま

とめを書いてみよう。 

キーワードを合わ

せれば、自分でまと

めがかけるよ。 

自分一人でも、

計算の仕方を

説明できたよ。 

「めあて－まとめ・振り返り」を位置づけた授業づくり（実践編） 


